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１．はじめに 

本研究は，マルチエージェントアルゴリズム

に基づく渋滞緩和メカニズムの大規模シミュレ

ーションとその応用について述べる．その目的

は限られた都市インフラの中で，ICT 技術を活用

して最大限の効率を見いだすことにある．図 1は

本研究の目標である，渋滞を緩和するプロセス

を示したものである． 

 

図１ 渋滞緩和へのプロセス 

 

交通渋滞は交通集中による渋滞が一般的に連

想される．しかし，実際に渋滞を発生させる要

因は様々である．道路工事などの交通規制，気

象の急激な変化，近隣のイベントなどによって

も渋滞は発生する．カーナビゲーションなどの

車 載 装 置 と 連 動 し て い る シ ス テ ム に

VICS(Vehicle Information and Communication 

System)がある．VICS は道路に設置されたビーコ

ンや FM 多重放送で交通情報を提供するシステム

である．しかし，VICS には基本的な欠点がある．

それは現時点で渋滞が発生してからの情報であ

り，車両にとっては過去の情報である．実際に

渋滞が発生した地点へ車両が到達した時，すで

に渋滞が解消している可能性がある．また，現

時点で，空いているルートを選んだにもかかわ

らず，逆に渋滞に巻き込まれてしまれてしまう 

 

 

 

 

こともある． 

研究では，その問題を解決するために未来に

渋滞するのかどうかを大規模シミュレーション

で予測することにある．各車両から提供された

予定経路と道路環境から渋滞が予測される場合

は，各車両の経路再割り当て処理を行い，各車

両へ推薦経路としてフィードバックすることで

ある．これによって，スマート交通システムが

実現可能となる．精度の高い渋滞予測を行うに

は，各車両からの予定経路と最新技術によるき

めの細かい環境情報の収集が必要になる．収集

された情報を基に大規模シミュレーションを実

行する．この時に実行するシミュレーションは

マルチエージェントアルゴリズムを採用してい

る．次に未来渋滞予測アルゴリズムについて述

べる[1],[2],[3]． 

 

２．未来渋滞予測アルゴリズム 

次に未来渋滞予測アルゴリズムの全体的な方

式・方法について述べる[4],[5],[6]．今回実装

した未来交通予測システムは，本アルゴリズム

を実装した統合的かつ分散的なシステムである． 

前述のように VICS はその時点では正確な道路

交通情報を提供してくれるものの，その情報は

現在より過去の情報である．最近では，日本の

人口よりも通信デバイスの台数の方が多い．ほ

とんどのドライバーが携帯電話やスマートフォ

ンを所有している．図２のように，各ドライバ

ーの端末から収集した予定位置情情報を加える

ことでより正確な車両位置情報の収集できる． 

図２ 10分後の車両位置情報の収集 
 
これによって，渋滞予測システムは VICS 等の

交通情報や交通規制，気象情報に 10 分後の車両

位置情報を加えることで，図３のように 10 分後
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の渋滞予測が可能となる． 

図３ 10分後の渋滞予測 
 
ところが，予定する経路を車両がそのまま継続

すれば渋滞になると分かった場合，全車両がい

っせいにフレーミングの集団行動のように空い

ている経路へ変更する可能性がある．そうなっ

た場合は，結果的に異なる渋滞を起こすことに

なり，渋滞の緩和や解消することにはならない．

そこで，各車両の経路変更の負担が不公平にな

らないように配慮しながら，図４のように各車

両に対して経路変更の推薦を立案する．予定経

路情報を提供してくれた車両へ進路変更の推薦

を提案する． 

図４ 10分後の渋滞予測に基づいた経路変更の提案 
 
 推薦された経路変更を行うか否かは各車両の

判断にゆだねられるが，推薦を受け入れてくれ

た場合は，渋滞を未然に回避できる.もし，渋滞

が発生したとしても，シミュレーションで想定

された渋滞が緩和されることになる． 

 
図５ 経路変更の提案による渋滞緩和の結果 

 我々の先行研究でも，混雑の振動現象が起こ

りえることが判明している．本システムは，各

車両が経路申告を行い，サーバーを通してその

情報を共有することである．しかし，共有の結

果を判断して，車両がいっせいに空いている経

路へ変更すれば別の混雑を引き起こす事になる．

本研究の未来交通予測システムでは，この振動

現象の発生を防ぐために，自動車間の交渉機構

を提案する．ただし，車両の進路変更による負

担が一方的で不公平な結果にならないように配

慮が必要である．各車両に経路変更の負荷を少

しずつ負担してもらうことによって，社会イン

フラを効率よく利用するためである． 
 
３．おわりに 

本研究は，情報通信研究機構(NICT)の委託研

究のソーシャル・ビッグデータ利用活用・基盤

技術の研究開発のひとつである．利用しやすい

大規模シミュレーションの開発を目的とし，マ

ルチエージェントアルゴリズムに基づく渋滞緩

和メカニズムの概念を説明した．これを実世界

の応用アプリと大規模シミュレーションに応用

するための設計と研究構想についての概要を述

べた． 
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